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第 1章 総則

(名 称 )

第 1条  当法人は、特定非営利活動法人市民福祉ネットワーク多摩 と称 し、略
称をNPO福 祉ネットとする。

(事務所)

第 2条 当法人は、事務所を東京都多摩市に置く。

(目 的)

第 3条  当法人は、医療と福祉のサービスを必要とする全ての人を対象に、そ
れらのサービスを遍く行き渡らせ、子どもや高齢者を含む全ての市民が、文化

・芸術を楽しむばかりでなく、そこに参加する環境を整備 し、さらには、診療

所の開設により幅広い人を対象とした医療行為を行い、共に豊かに地域で自立

した生活を営めるまちづくりの実現を図ることで、もって社会全体の利益の増

進に寄与することを目的とする。

(特定非営利活動の種類)

第 4条  当法人は、前条の目的を達成するために、次に掲げる種類の特定非営
利活動を行 う。

(1)保健、医療又は福社の増進を図る活動

(2)社会教育の増進を図る活動
(3)ま ちづくりの推進を図る活動

(4)文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

{5)以上の活動を行 う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

(事業の種類)

第5条 当法人は、第 3条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)特定非営利活動に係る事業
①福祉サービス等の情報提供および情報交換に関する事業

②福祉サービス提供者の人材育成および交流に関する事業

③福祉サービス等の利用者支援に関する事業

④東京都福祉サービス第二者評価機関として、福祉サービス提供事業者の

評価に関する事業

⑤コミュニティカフェの運営による寄り合いの場と、利用者への飲食の提供

による地域の活性化および、まちづくりの推進を図る事業

⑥ライブや演芸など様々な催し物の開催により、地域の世代間交流を計る場

の提供に関する事業

⑦ライブや演芸など様々な活動を行う団体・個人への場の提供、助言又は援

助に関する事業

③診療所の運営事業
″

⑨その他の本会の目的達成のために必要な事業



第2章 会員

(会員の種類)

第 6条 当法人には、次に掲げる会員を置き、正会員をもって特定非営利活動
促進法 (以下「法」という)上の社員とする。
(1)正会員 本会の目的に賛同して入会した個人および団体
(2)そ の他の会員 理事会が別に規則において定めた会員

(入金)

第 7条  当法人の正会員になろうとする者は、別に定める入会申込書を代表に
提出する。

2 前項の入会申込者は、正当な理由がない限り入会を承認 し、代表は入会申込
者に対しこれを通知するものとする。

3 前項の通知を受けたものは、入会金と年会費を払い込むことによって正会員
となることができる。

4 当法人のその他の会員になろうとする者は、理事会が別に規則において定め
た方法によつて、その他の会員になることができる。

5 法人または団体たる会員にあつては、法人または団体の代表者として当法人
に対しその権利を行使する 1人の者 (以下、「会員代表者」という)を定め、
代表に届け出なければならない。

6 会員代表者を変更した場合は、速やかに代表にその旨を届け出なければなら
ない。

(入会金および会費)

第 8条 入会金および年会費の額は、別に総会で定めるものとする。

(退会)

第 9条 会員で当法人を退会 しようとする者は、別に定める退会届を代表に提
出し任意に退会することができる。

2 会員が次の各号の一に該当するときは、理事会の議決を経て、退会したもの
とみなすことができる。

(1)死亡しまたは失踪宣告をうけたとき
(2)法人または団体が解散したとき
(3)会員が会費を 1年以上滞納したとき

(除名)

第 10条 会員が次のいずれかに該当する場合は、理事会において出席 した理事
の 3分の 2以上の議決に基づき、これを除名することができる。

(1)法令、当法人の定款または規則に違反したとき
(2)当法人の名誉を毀損し、または当法人の目的に反する行為をしたとき

2 前項の規定により会員を除名する場合は、当該会員にあらかじめ通知すると
ともに、議決の前に、当該会員に弁明の機会を与えなければならない。

(会費等の不返還)

第 11条 当法人は、すでに納入された会費その他の拠出金品は返還しない。
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第 3章 役員

(役員の種類および定数)

第 12条 当法人に、役員として理事 3人以上と監事 1人以上を置く。
2 理事のうち、 1人 を代表、 2人を副代表とする。

(選任等)

第 13条 理事および監事は総会において正会員 (団体にあってはその代表者 )
のうちから選任する。

2 総会が招集されるまでの間において、補欠または増員のため理事または監事
を緊急に選任する必要があるときは、前項および第 21条の規定にかかわらず、

理事会の議決によりこれを選任することができる。この場合においては、当

該理事会開催後最初に開催する総会において承認を受けなければならない。

3 代表・副代表は、理事会において理事の互選により定める。
4 監事は、理事または当法人の職員を兼ねることはできない。

(職務)

第 14条 代表は、当法人を代表し、その業務を統括する。
2 副代表は、代表を補佐 し、代表に事故があるとき、または代表が欠けたとき
は、理事会においてあらかじめ定めた順序によりその職務を代行する。

3 理事は、理事会を構成 し、この定款の定めおよび理事会の議決に基づき、当
法人の業務を執行する。

4 監事は、次に掲げる職務を行 う。
(1)理事の業務執行の状況を監査すること

(2)特定非営利活動法人の財産の状況を監査すること

(3)前二号の規定による監査の結果、特定非営利活動法人の業務または財産に

関し不正の行為または法令若 しくは定款に違反する重大な事実があることを

発見した場合には、これを総会または所轄庁に報告すること

(4)前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること

(5)理事の業務執行の状況または特定非営利活動法人の財産の状況について、

理事に意見を述べること

(任期等)

第 15条 役員の任期は 2年とする。ただし再任を妨げない。
2 補欠または増員により選任された役員の任期は、前項の規定にかかわらず、
前任者または他の現任者の残任期間とする。

3 役員は、辞任または任期満了の後においても、第 12条第 1項に定める最小
の役員数を欠く場合には、後任者が就任するまではその業務を行わなければ

ならない。

(欠員補充)

第 16条 理事または監事のうち、その定数の 3分の 1を超える者が欠けたとき
は、遅滞なくこれを補充しなければならない。
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(解任 )

第 17条 役員が次の各号の一に該当するときは、総会において出席 した正会員
の過半数の議決を経て、当該役員を解任することができる。

(1)心身の故障のために職務の執行に堪えないと認められるとき
(2)職務上の義務違反、その他役員 としてふさわしくない行為があると認めら
れるとき

(報酬等)

第 18条 役員は、その総数の 3分の 1以下の範囲内で報酬を受けることができ
る。

2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。
3 前 2項に関し、必要な事項は、総会の議決を経て、代表が別に定める。

(顧間)

第 19条 当法人に顧間を置くことができる。
2 顧間は、学識経験者または当法人に功労のあつた者のうちから、理事会の推
薦により代表が委嘱する。

3 顧間は当法人の運営に関して代表の諮問に答え、または代表に対して意見を
述べる。

4 顧間の任期は、 2年 とする。ただし再任を妨げない。

第 4章 総会

(種別)

第 20条 当法人の総会は、通常総会および臨時総会の 2種類とする。

(構成)

第 21条 総会は正会員をもって構成する。ただし、社員でない会員等の出席や
発言も可能であるが、議決権を持つことはできない。

(権能 )

第 22条 総会は、本会の運営に関する次の事項を議決する。
(1)事業報告および決算の承認
(2)役員の選任および解任、職務、報酬
(3)入会金および年会費の額
(4)定款の変更
(5)合併
(6)解散
(7)解散 した場合の残余財産の処分
(8)その他、理事会が総会に付すべき事項として議決した事項

(開催 )

第 23条 通常総会は、毎年 1回、毎事業年度終了後 3ヶ 月以内に開催する。
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2 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。
(1)理事会が必要と認め、招集の請求をした場合
(2)正会員の 4分の 1以上から会議の目的たる事項を示して請求があった場合
(3)第 14条第 4項第 4号の規定により、監事が招集 した場合

(招集)

第 24条 総会は、前条第 2項第 3号の場合を除き、代表が招集する。
2 総会を招集する場合は、日時および場所ならびに会議の目的たる事項および
その内容を示した書面をもって、開催 日の 2週間前までに招集通知を発信 し

て行わなければならない。

3 前条第 2項第 1号および第 2号の規定による請求があったときは、代表は速
やかに総会を招集 しなければならない。この請求があったにもかかわらず、

代表がこの請求のときから lヶ 月以内に会議を招集 しないときは、請求をし

た者の代表者が、会議を招集することができる。

(議長)

第 25条 総会の議長は、出席 した理事のうちから代表が指名する。ただし、第
23条第 2項第 3号による場合において、臨時総会を開催したときは、出席 し

た正会員のうちから議長を選出する。

(定足数)

第 26条 総会は、正会員総数の過半数の出席がなければ議決することはできな
い 。

(議決)

第 27条 総会の議決は、この定款に定めるもののほか、出席した正会員の過半
数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

2 総会において、第 24条第 2項または第 3項の規定によりあらかじめ通知さ
れた事項についてのみ議決することができる。ただし、議事が緊急を要する

もので、出席 した正会員の 3分の 2以上の同意があった場合は、この限りで

はない。

3 議決すべき事項につき特別な利害関係を有する正会員は、当該事項について
表決権を行使することができない。

(書面表決等)

第 28条 総会に出席しない正会員は、あらかじめ通知された事項について、書
面または代理人をもって表決権を行使することができる。

2 前項の代理人は、代理権を証する書面を会議ごとに議長に提出しなければな
らない。
3 第 1項の規定により表決権を行使する正会員は、第 26条および前条第 1項
の規定の適用については出席したものとみなす。

(議事録)

第 29条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければ
ならない。
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(1)日 時および場所
(2)正会員の現在数
(3)出席 した正会員の数
(4)審議事項
(5)議事の経過の概要と議決の結果
(6)議事録署名人の選任に関する事項
2 議事録には、議長および出席した正会員のうちからその会議において選任さ
れた議事録署名人 2人以上が署名 しなければならない。

第 5章 理事会

(構成)

第 30無 理事会は、理事をもって構成する。
2 監事は、理事会に出席 し意見を述べることができる。

(権能)

第 31条 理事会は、この定款で定めるもののほか、次の事項を議決する。
(1)総会に付議すべき事項
(2)そ の他運営に関する事項

(運営方法)

第 32条 理事会の開催、招集、議長、定足数、議決、書面評決、議事録などの
理事会の運営方法は、理事会の議決を経て、代表が定める規則による。

第6章 資産および会計

(資産の構成)

第 33条 当法人の資産は、次に掲げるものをもって構成する。
(1)事業に伴 う収入
(2)入会金および会費
(3)寄付金品
(4)財産から生じる収入
(5)その他の収入

(資産の管理)

第 34条  当法人の資産は代表が管理し、その管理方法は理事会の議決による。

(経費の支弁)

第 35条  当法人の経費は、資産をもって支弁する。

´
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第 36条 当法人の事業年度は、毎年4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わ
る。
2 会計の方法、区分、予算の決定・変更、決算、事業計画、事業報告などの事
項は、総会の議決による。

第7章 定款の変更、解散等

(定款の変更)

第 37条 この定款を変更しようとするときは、総会に出席 した正会員の過半数
の議決を経て、かつ特定非営利活動促進法第 25条第 3項に規定する軽微な事

項を除いては、所轄庁の認証を得なければならない。ただし可否同数のとき

は、議長の決するところによる。

2 前項の軽微な事項に係る定款の変更を行った場合には、速やかに所轄庁にそ
の旨を届け出なければならない。

(解散)
第 38条  当法人は、次に掲げる事由により解散する。
(1)総会の決議
(2)目 的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能
(3)正会員の欠亡
(4)合併
(5)破産
(6)所轄庁による認証の取消し
2 前項第 1号の規定に基づき解散する場合は、正会員総数の 5分の 1以上が出
席 した総会において、出席した正会員の 3分の 2以上の議決を得なければな
らない。
3 第 1項第 2号の規定に基づき解散する場合は、所轄庁の認定を得なければな
らない。
4 この法人が解散 したときは、理事が清算人となる。

(合併)

第 39彙 当法人は、正会員総数の 5分の 1以上が出席 した総会において、出席
した正会員の 3分の 2以上の議決を得、かつ所轄庁の認証を受けなければ、

合併することはできない。

(残余財産の帰属先)

第 40条 当法人が解散の際に有する残余財産は、総会において出席した正会員
の過半数をもって決した特定非営利活動法人または社団法人、財団法人、社

会福祉法人に寄付するものとする。

(公告の方法)

第 41条  当法人の公告は、当法人の事務所の前の掲示板に掲示するとともに、
官報に掲載して行 う。

ただし、貸借対照表の公告については、この法人のホーム
ページに掲載 して

行 う。
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第8章 雑則

(事務局)

第 42条 当法人は、事務を処理するため事務局を置く。
2 事務局の組織および運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、代表が
別に定める。

(実施細則)

第 43条 この定款の実施に関して必要な細則は、理事会の議決を経て、代表が
別に定める。

付則

1 この定款は、本会が法人として成立した日から施行する。

2 当法人の設立当初の、入会金および年会費の額は、第 8条の規定にかかわ
らず、設立総会で定めるものとする。

3 当法人の設立当初の役員は、第 13条第 1項および第 3項の規定にかかわら
ず、次に掲げる者とする。その任期は、第 15条第 1項の規定にかかわらず、 成
立の日から平成 13年の通常総会までとする。

事

事

事

事

事

理

理

理

理

理

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

福島

中村

渡辺

阿部

木村

高梨

高橋

戸崎

笛木

藤尾

星

松原

松山

新井

(代表 )

(副代表 )

(副代表 )

真

健二

不口貝」

仁

美樹子

孝江

和彦

淳

毅

誠

且二

和男

博光

(美沙子)美佐子

4 当法人の設立当初の事業年度は、第 36条第 1項の規定にかかわらず、成立
の日から平成 13年 3月 31日 までとする。

5 当法人の設立当初の事業計画および収支予算は、第 36条第 2項の規定にか
かわらず、設立総会の定めるところによる。

6 この定款は 2003年 4月  30日 から施行する。
7 この定款は 2005年 10月  4日 から施行する。
8 この定款は 2018年 9月  29日 から施行する。
9 この定款は 2025年  月   日から施行する。́
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"25年
度事業計日

"25年
度  事業計ロ

2025年  4月  1日 から 2026年 1 3月  31日まで

特定非営利活餞法人 市民福社ネットワーク多摩

1事業実施の方針

“

 ` 福祉サービス等の情報量供および情報交換に目する事彙Nr  ホームページ・各メーリングリスト等、インターネットにおける福祉情報の提供・情報交換

福祉サービス等の情報提供および情報交換に目する事業
障害福祉や、福祉サービスに関しての勉強会を開催
障害者との交流事業を開催

福社サービス等の情報提供および情報交換に目する事業
(1に」uユ.市hg Kdabの運営
(2)年間通して幅広い年齢層に関わるテーマを設定。
地域住民の健康意識向上と交流促進を目標に掲げ、専門医や栄養士など、各分野の専門家を招いて月に一度以上の講座や

食事会、お茶会を開催。
医療専門家による講義では、地域全体の健康管理意餞を高める事を目的とし子育て育児講座では、日常生活に役立つ育児、健

康情報の提供や、相談を受け付け参加者同士の交流を図る。
各購座後の軽食ランチ時に、食事会やお茶会を開催する事で子育て世帯、高齢者世帯、独居世帯やひとり親世帯、様々な事情
の方々との交流、異世代間交流の場の提供し地域住民間のリラックスした居場所を設ける事を目的とし活動していく。

また、行政・地域団体等との協力を得てカラーカ店舗内のみならずイベントに参加していく予定。

として、
福社サービス提供事業者の辞優に関する事業
当法人の目的でもある、必要とする全ての人に対して、等しく福祉:サービスが行き渡

るよう、
として、 こども日を対象に15日以上評価予定)

0

ズ

'〕

静療所の運営事業
LJノ  地域社会の健康と福社の向上を目指し、予防医療から看取りまでを含めた包括的な医療サービスを提供。
さらに、料グリーフケア(悲嘆ケア)韓を通じて、喪失を経験した方々の心のケアにも取り組み、独居の方々を地域で支える仕組み

を整え、疑似家族の形成を促進することで、誰もが孤立せずに支え合える循環型の地域社会の実現を目標とする。

その他②③⑤⑥⑦③については実施予定なし。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 :24.6651千 円)

事業名 事 業 内 容
実 施

同 時

実 施

場 所

従事者

の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

支出額

(千円)

福祉サービス等の情報提供および
情報交換に関する事業

ホームページ・各メーリングリス
ト等、インターネットにおける福
社情報の提供・情報交換。 "25年

4月 ～

"お
年3月

法人

事務局
1名

インターネットに接続可能な
福祉サービスの情報提供。

情報交換等を必要としてい
る人全て 不特定多数

13

福祉サービス等の情報提供および
情報交換に関する(利用者支援)事
業

①障害福社に関する触強会
(年2回 )
②障害者との交流事業(年 1
回)

①6月 10月
C鴻月

未定 l名

多摩市及び近隣に在住の
方、市内槙社事業者及びそ
の利用者他

0

福祉サービス等の情報提供および
情報交換に田する事業

具世代間交流の場の提供。地
域住民間のリラックスした居場
所を設ける事を目的とし活動す
る。

2025年 4月 ～
2026年3月

多摩市
豊ヶ丘商店街
c面裁u宙

“陶、LL
3名
多摩市及び近隣地域住民、
子供から大人まで居嬌所を
必要としている人、全て。

3,500

東京都福祉サービス第二者評価機
関として、福祉サービス提供事業者
の評価に関する事業

価を実lL
202“円月～
20“年3月

督社
=投(B可・口証保青

所、椰定こども日)
14名
福祉菫骰(諄可・認肛保青
所、日定こども日)の利用
者専 業者 15日以上

6,500

診療所の運営事業

サービスを1臓併|。

2025年 6月 ～
2026毎3月 法人タリ

ニック
(多摩市豊ヶ
二)

3名

3

14,652
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2020年度事業計画

2026年度  事業計目
2026年   4月  1日 から 2027年  3月  31日 まで

特定非営利活動法人 市民福祉ネットワーク多摩

1事業実施の方針

^  福祉サービス等の情報提供および情報交換に関する事業
(lD  ホームページ・各メーリングリスト等vインターネットにおける福祉情報の提供・情報交換

福祉サービス等の情報提供および情報交換に関する事業
障害福祉や、福祉サービスに関しての勉強会を開催
障害者との交流事業を開催

0

福祉サービス等の情報提供および情報交機に関する事業
(1)C“0&Li宙 ng K血hの運営
(2)年間通して幅広い年齢層に関わるテーマを設定。
地域住民の健康意識向上と交流促進を目標に掲げ、専門医や栄養士など、各分野の専門家を招いて月に一度以上の講座や

食事会、お茶会を開催.
医療専門家による講義では、地域全体の健康管理意識を高める事を目的とし子育て育児障座では、日常生活に役立つ育児、健

康情報の提供や、相談を受け付け参加者同士の交流を図る。
各講座後の軽食ランチ時に、食事会やお薬会を開催する事で子育て世帯、高齢者世帯、独居世帯やひとり親世帯、様々な事情

の方々との交流、異世代間交流の場の提供し地域住民間のリラックスした居場所を設ける事を目的とし活動していく。

また、行政・地域団体等との協力を得てカラーカ店舗内のみならずイベントに参加していく予定。

て 、福祉サービス提供事業者の評価に関する事業
,当法人の目的でもある、必要とする全ての人に対して、等しく福祉サービスが行き渡て 、

るよう、 る事業。
て 、 ・認可保育園。こども園を対象に10園以上評価予定)

だヽ  移療所の運営事業
υ)ノ  地域社会の健康と福社の向上を目指し、予防医療から看取りまでを含めた包括的な医療サービスを提供。さらに、ホネグリーフケア

(悲嘆ケア)料を通じて、喪失を経験した方々の心のケアにも取り組み、独居の方々を地域で支える仕組みを整え、疑似家族の形

成 を促 進 す ることで 、誰 もが 孤 立 せ ず に 支 え合 える循 環 型 の 地 域 社 会 の 実 現 を 目標 とす る。

その他②③⑤⑥⑦⑨については実施予定なし。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業                   (事 業費の総費用 【25,231】 千円)

支出額

(千円)

実 施

場 所

従事者

の人数

受益対象者
の範囲及び

人数
事 業 内 容

実 施

日 時
事業名

13法人

事務局
1名

インターネットに接続可能な
福祉サービスの情報提供・

情報交換等を必要としてい
る人全て 不特定多数

ホームページ・各メーリングリス
卜等、インターネットにおける福
祉情報の提供・情報交換。

2026年 4月 ～
2027年 3月

福祉サービス等の情報提供および
情報交換に関する事業

未定 1名

多摩市及び近隣に在住の
方、市内福祉事業者及びそ
の利用者他

①障害福祉に関する勉強会
(年2回)
②障害者との交流事業 (年 1
回)

①6月 。10月
②8月

福祉サービス等の情報提供および
情報交換に関する椰[用者支援)事
業

3,5002026年4月～

"27年
3月

多摩市
豊ヶ丘商店街
CanttLi宙 ng
Kdaka

略

多摩市及び近隣地域住
民、子供から大人まで居場
所を必要としている人、全
て。

異世代間交流の場の提供。地
域住民間のリラックスした居場
所を設ける事を目的とし活動
する。

福祉サービス等の情報提供および
情報交換に関する事業

4,50014名
福祉施設(認可・認証保育
所、認定こども園)の利用
者・事業者 10日以上

ス第二者評東京都福祉サービ

価を実施。

2026年 4月 ～
2"7年 3月

福祉飽設
(認可。認証保育
所、認定こども国)

東京都福祉サービス第二者評価機
関として、福祉サービス提供事業者
の評価に関する事業

地域住民およびその家族を中心と
し、特に高命者や独居の方、澤知
産の方とその介饉者、終末期の支
授が必要な方々を含みます。加え
て、予防医療や億麟うψに口心
のある幅広い世代にも支援を提供
し、多世代が関わる地域のネット
ワークを構築します。対彙人数は、
地域の規模やニーズに応じu軟
に対応し、経続的な支援を行う。

17,218略

2026年4月 ～

2027年3月
法人クリニック
(多摩市豊ヶ
丘)

サービ

診療所の運営事業

壼織傷 54に 壼あるその他の製



"四
年慶層■予諄書

2025年4月 1日から
""年
3月 31日まで

特定非営利活動法人 市民福祉ネットワーク多摩

科 目 金 ■

① 福祉サービス等の情報提供および情報交換に関する事業

④ 東京都福祉サービス第二者評価機関として、
福祉サービス提供事業者の評価に関する事業

受取民間助成金
事業収益4

③ 診療所運営事業収入

I 経常収益
1受取会費
受取入会金
受取会費
2受取寄附金
受取寄附金
3受取助成金等

5その他収益
受取利思
雑収入
経常収益計

0

30,000

0

0

0

8,∞0,000

22,800,000

0

30,000

0

0

0

8,000,000

22,80Ю ,000

22.830.020

9,600,000

1,530,000

4∞〕∞0
11.610.000

Π 経常費用
1事業費
(1)人件費
給与手当
法定福利費
福利厚生
人件費計

その他経費 計

(2)|その他経費
材料費

通信運搬費
消耗品費

雑費
減価償却費
施設整備費
リース料
議会費
租税公課

水光熱費
旅費交通費
保険料

交際費
修繕費
会議費
研修費
賃借料
諸謝金
委託費

2,280,000

588,000
300,000

209,768

440,000
238,232
lα),000

1∞ ,α∞
0

21,200
1,025,476

5,000,000
396,000.

106,6∞|

750,0001

5∞,0∞|
500,∞ 01
250,0001

250.0001

131055,2761

事 菫 費 計 24.665.276

2管理費
(1)人件費
役員報酬
人件費計
人件費計

500,000

500,000
1.000,000

(2)その他経費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
賃借料
諸謝金
諸会費
雑費
その他経費 計

0
20,000
2∞ 10(Ю
αЮ,000
124,300

1,000

1,005,3001

1.505.300管理費計
経常費用計 26,170.576

-3.340.556当期経常増減額

二
3「J`雨:556

0
874,912

０
〉

　

＾
Ｖ

∠ゝ 2.465.644

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計
Ⅳ 経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税・住民税及び事業税
前期燥越正味財産額
次期繰越正味財産額



""年
度活■予算書

"20年
4月 1日から節27年3月 31日まで

特定非営利活動法人 市民福祉ネットワーク多摩

科 目 金 額

I 経常収益
1受取会費
受取入会金
受取会費
2受取寄附金
受取寄附金
3受取助成金等
受取民間助成金
4事業収益
① 福祉サービス等の情報提供および情報交換に関する事業

④ 東京都福祉サービス第二者評価機関として、
福祉サービス提供事業者の評価に関する事業

③ 診療所の運営事業

5その他収益
受取利息
雑収入
経常収益計

0
Ю ,∞0

0

0

0

0
8,000=000

26,025,000

0
30,000

0

0

0

0

26,025,000

8,000,000

“
26,055,020

給与手当
法定福利費

Π 経常費用
1事業費
(1)人件費

福利厚生
人件を計

9,600,()(Ю

l,530,000

580,000
11.710.000

(2)その他経費
材料費
水光熱費

通信運搬費
消耗品費
交際費
費
費
繕
餞
修
会

雑費
減価償却費
施設整備費

・ス料銭
り】
諾

旅費交通費
保険料

研修費
賃借料
諸謝金
委託費

租税公課
その他経費 計

2,602,000
700,000
300,000
209,768
440!000

270,464
100,000
100,000
0

21,200
1,025,476

5,000,000
396,000

106,6∞
710,0001

500,∞ЮI
500,∞ 01
250,ml
2",0001
13,521,5081

事 薬 費 計 25.231.508

役員報酬
人件費計
人件費計

2管理費
(1)人件費

500,000
500,000
1,000,000

消耗品費
賃借料
諸謝金
議会費
雑費
その他経費 計

(2,そのlL経費
旅費交通費
通信運搬費

0
20,000
200,000
660,000
124,300

1,000

1,005,300

管理費計 1.505.300

経常費用計 26,
-681,788当期経常増減額

0~~~~~~可
雨爾雨
0

△ 2,4651644
△百再

『

西亜

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計
Ⅳ 経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税・住民税及び事業税
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額


